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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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■ 点数分布
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受賞回・年⽉
葉の茶 275g
グランプリ

⽢さや旨味、余韻が更にわかりやすくなるとより美味しく感じる

持ち運びに便利で⼿になじみやすい275gのサイズが嬉しい

熟成抹茶にもこだわり、ホットで飲むとより⾹り旨味が引き⽴つ

ボトルのデザインが美しく、テクスチャーもよく⾼級感がある
本格茶葉の豊かな⾵味と⽢みに加え、後味の余韻が⼤変⼼地よい
衛⽣管理の徹底が細部にまで⾏き届き、安⼼安全信頼感がある

深い余韻、熟成抹茶の⽂字に⼤きな期待。期待を上回りたい
競合製品が多い中、他社と⼤きな差別化があまり感じられない
蓋を開けた時の⾹りや⼀⼝⽬の味のインパクトがもっとほしい
こだわり茶葉や製法が具体的であるとさらに美味しく感じる
これまで⾒かけた事がなく買える場所、PRの強化をしてほしい
公式サイトのPRが若⼲事務的で葉の茶のよさが伝わりにくい

蓋を開けた瞬間急須でいれた様な⽢くて芳醇な⾹りに包まれる

さすがにごり緑茶の先駆け、進化された本格味わいが素晴らしい

第79回（2024年9⽉）

●●%

点数分布として「グランプリ」の90点以上は66％を占め、「⾦
賞」の80点台が33％と、⾮常に⾼い評価を得ています。総合評価
においては「92点」を獲得、堂々のグランプリです。
当商品は、おいしさや⾵味もさることながら、マーケテイングの
徹底、パッケージの⼯夫や、⾼級感・存在感のあるデザインなど
にも⾼い評価が集まりました。当商品は貴社のブランド⼒をさら
にアップさせるものであり、今後の更なる⾶躍に期待します。



■ 要因分布

■ 総評
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全要因において、89％以上という⾼得点でかつバラ
ンスの良い結果となっています。
中でも『内部的要因』は93％という⾼評価を得てい
ます。ふたを開けた瞬間に急須でいれたような⾹り
に包まれる点、本格味わいが⾼評価につながりまし
た。『外部的要因』91％、ターゲットや市場ニーズ
を⾒据えた、パッケージへのこだわりが評価される
とともに、厳選茶葉や熟成抹茶といった、当商品の
特徴のパッケージへの記載のわかりやすさが評価さ
れました。『市場要因』においても、91％と⾼い評
価の結果となりました。今後は競合商品との顕著な
差別化に期待です。『ブランディング』要因89％、
品質⾯や⾼級感あふれる仕様が貴社のブランド⼒を
より⼀層⾼めていると⾼評価でした。『素材・安全
性・その他』についても90％の⾼得点でした。厳選
した茶葉や抹茶、製造⼯程での細部に⾄るまでのこ
だわった取りくみ、徹底した衛⽣管理が⾼評価の要
因となっています。

●●%

●●%

●●%

●●%

●●%

●●%

まずは、⽸コーヒーのイメージが強い貴社が、今や飲料市場で3割ほどのシェアを誇るまでに成⻑した『にごり緑
茶』の先駆けであることに敬意を表します。当商品はペットボトルではなく、275gという⾮常にもちやすいボトル⽸
に⼊っており、その分、蓋を開けた瞬間に⾵味のよい旨味の⾹りが感じられました。また、ボトル⽸ということで、
ホットにして飲む時に、ペットボトルではやや感じにくい、閉じ込められた茶葉本来の旨味やまろやかさの本格感も
感じる事ができました。また、「厳選した茶葉に低温でじっくり熟成された抹茶を組み合わせたことで得られる深い
⾹りと余韻のお茶」という特徴の説明、「厳選素材」「熟成抹茶」「深い余韻」といったワードがパッケージに記さ
れており、当商品の特徴が⾮常にわかりやすく、この点においても⾼く評価をしている審査員が多くいました。⼆次
元コードも表記されており情報が得られやすく購⼊が容易となっていました。275gの嗜好性を捉えた全体的なパッ
ケージデザイン、茶筅をイメージした⾦⾊デザインの⾼級感も⾼評価で味わいにも華を添えています。マーケテイン
グ要因においても、市場の「付加価値を重視」し「嗜好性」を求める傾向にあわせ、いち早くリニューアルに取り組
まれ、お茶の質の⾼さを追求された点も⾼評価につながりました。また、安全⾯においてもトレサビリティー管理、
衛⽣管理、放射性物質や農薬検査も⾏われ安⼼、安全の⾼評価を得ています。
⼀⽅、やや飽和状態で商品の同質化が起こっている緑茶市場においては、他社との差別化の明確さが重要であると
考えます。2024年、緑茶市場ではリニューアルが顕著ですが、2022年に他社に先駆けリニューアルを⾏われている
のはさすがです。今後は「葉の茶」のキャッチコピーを上回る、⼝に含んだ時のファーストインプレッションの味と
⾹りのインパクトや、⽢さや旨味、⾹りがよりわかりやすい上質な味わいに期待したいです。当商品は⾮常にポテン
シャルの⾼い商品であり完成度が⾼い商品であると⾔えます。これからも商品の持つ可能性の更なる向上に期待しま
す。

93％

91％

91％

89％
89％

90％
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

⻩⾦の稲穂を思わせる⻩⾦⾊

深い⾊合いの淵に透明感あり

濃い⻩⼟⾊の⾊合いのグラデー
ション

直径6.5㎝、⾼さ13ｃｍの円錐形。
⼿になじみやすい

⼩サイズで好感がもてる

⾼級感ある⾒た⽬、テクスチャー
がなんとも⼼地よい

すすきの平原のような⾵景を思わ
せてくれる、どこか郷愁ある⾹り

深みのある匂い、奥⾏きある匂い

いぶし感のある、すえた好ましい
匂い

静かな⽔⾯に⽯を投げて広がるよ
うな落ち着きとざわついた匂い

熟成が⽣み出すまったりとした匂
い

どこかホッとする、落ち着く匂い

まず275gの⽸サイズに好感がもてました。持ち運びでの利便性、⼿になじみやすい形状、そして美しい
⾊合いのパッケージ、触ったときの何とも⾔えない⾼級感あるテクスチャー。新幹線などで⽬の前に置か
れた⽸を眺めているだけでもどこかワクワクするような商品に仕上がっています。デザイン性もさること
ながら、特徴を表すワードでしっかり中⾝や味わいが感じられるので、おもわず⼿にとって飲んでみたく
なる商品であると⾔えます。
蓋を開けた瞬間に感じられる、急須でいれたような本格的な⾹り、飲むことへの期待感が⾼まります。⾹
りのなかに旨味も感じ、いぶしたようなにおいがどこか懐かしささえ感じられ飲む前からほっとするよう
な商品だと感じました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

熟成した酸味。いぶしたような酸
味
懐かしさを感じるあとから追いか
けてくる苦味

発酵が醸し出す複雑味ある旨味

円熟の⽢味。じんわりと感じる⽢
味

⾓の取れた塩味

急須でいれたような深い味わい

抽出にこだわったからこそ出せる
奥深い⾹り

温、冷でかわる⼼地よいのど越し

なめらかな柔らかさ

しっとりとしている

シルクタッチのようなのど越し

ヌベっとした⼼地よい⾆ざわり

のど越しの良いまろやかさと威⾵
堂々感

⽸をふったときのポチャが⼼地よ
い。

嗜好性の⾼い飲⽤シーンを想定した当商品。
奥深い⾹りに包まれた後、⼝に含んだ瞬間ほのかな⽢みと茶葉本来の旨味が感じられる。その後に柔らか
な苦味が追いかけるように感じられ、これらが⾹りとともに深い味わいとなって⼝のなかに広がっていき
ます。
柔らかで、まったりとしたテクスチャーが⼼地よくのど越しもなめらかです。そのなめらかさの中にも茶
葉や熟成抹茶の本来の⼒強さも感じられ、飲み込んだ後に深い余韻が続くのがとても好ましく感じました。
ボトルとは思えない本格的な味わいで、飲んだあとには満⾜感もありました。もう少し⽢さや旨味、苦味
などのメリハリがあると、当商品の良さである深い味わいや⾹り、余韻などがさらに増してくるのではな
いでしょうか。今後の『葉の茶』に期待したいです。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

なめらかな、深い潤いが感じられる余韻が後まで続き軽妙

季節に応じて違った味わいが楽しめるのが嬉しい

⽇本⼈のDNAに刻まれたお茶に対する郷愁を思い出す

古来より⽇本⼈に⽋かせないお茶。いつでもどこでも⼿軽に本
格感を味わえる幸せ

五味 評点

酸味 1

苦味 1

うま味 5

⽢味 1

塩味 4

広義の味 評点

まろ味 4

コク味 2

ふわふわ味 5

軽やかな味 4

懐かしい味 4

五感 評点

視覚 3

聴覚 2

触覚 4

味覚 4

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

You tubeや⾃社サイトなどでPRをしていらっしゃいますが、葉の茶の良さや素晴らしさが少し伝わ
りづらいのではないかという意⾒もあがりました。また、⾃社サイトでの打ち出し、⼆次元コードでアク
セスできるECサイトでの⾒せ⽅がやや事務的に感じて残念だという声もあがっていました。

市場要因として、健康志向の⾼まり、嗜好性の⾼さを求める275gというサイズでの分析のもと施されたデ
ザインや急須でいれたような本格味わいの質の⾼さが、ターゲット層やトレンドに沿ったものであり、⾼
評価を得られています。

嗜好性というところに特化して、厳選素材に抹茶を掛け合わせ本格緑茶としての質にこだわられた点、
また2001年に他社に先駆け「にごり緑茶」を開発された点、2022年にリニューアルをされておられる点
なども他社より先⾏されており、素晴らしいと⾔えます。今後さらなる開発に期待します。

厳選素材、上質茶葉のトレサビリティー管理や検査もしっかりしておられ⾼評価を得ています。
企業秘密はあるかと思いますが、こだわりや素材の具体的表現があると、味覚や信頼度にプラスになる
と感じます。

厳選素材を使⽤し、抽出にもこだわっている。厳選茶葉と上質抹茶の組み合わせで、味に深みと旨味、奥
深くて懐かしさを感じる⾹りに仕上がっており、⼼地よい余韻も⾼評価を得ていました。
275gというサイズも、飲みやすく利便性も⾼いサイズであり、飲み切りのため、美味しい状態のまま飲み
終わることが可能であるため、後味の余韻や印象が良いです。嗜好性の飲⽤シーンにマッチした商品であ
り、ホットやアイス、どちらの味わいも楽しめるのは消費者として嬉しく感じます。

ボトル⽸の採⽤により、ホットでもアイスでも楽しめ、かつ⼿になじみやすい、この⽸のテクスチャーが
とても好ましく感じます。⽸蓋にも「振らずにゆっくりと」という但し書きがしてあり、お茶に対するこ
だわりが感じられるとともに、消費者に美味しく飲んでいただきたい、といった想いも感じられ、好印象
でした。
商品の特徴説明や、⼆次元コードなど、消費者サイドに⽴った商品開発も⾼評価を得ていました。
⼿に取りたくなるパッケージに仕上がっています。
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